
 - 1 - 

<報告> 

リチャード・ライト国際シンポジウムから帰って 
（ミシシッピ州立大、１１／２１～２３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「黒人研究の会会報」 

 第 22 号  

(1982) 4 ペイジ 

 

 

 

＜解説＞ 

 

高校の教員を５年したあと、教員再養成の兵庫教育大学の修士課程に行き、修士論文で

リチャード・ライトと取り上げたこともあって、1981 年の夏くらいに黒人研究の会に加わ

りました。月例会にも参加し、次の年くらいには例会の案内や会誌、会報の編集のお手伝

いも始めていました。以降、1988 年に退会するまで、毎年会誌に投稿し、月例会や総会で、

口頭発表も続けました。 

 22 号から編集を担当した会報には、最新情報や月例会の報告、会員消息、新会員の紹介

などの他、会員に呼びかけて随想や旅行談などを書いてもらいました。 

僕自身も、11 月に参加したライトの国際シンポジウムについて、短い文を寄せたという

わけです。 

日本からは、会員の木内さん、会員でアメリカに滞在中の須田さん、会場になったミシ

シッピ大学に留学中の古口さん、高橋さんが参加しました。 
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<報告> 

リチャード・ライト国際シンポジウムから帰って 

（ミシシッピ州立大、１１／２１～２３） 

 

 ７月はじめ、会員の本内徹さんから Michel Fabre さんを通

じてのパンフレットが届いた時、顔ぶれを見てすごいなあと

思ったが、それは別世界のことのようだった。しかし、自分

にも参加出来るとわかった瞬間、既に行くことに決めていた。

Fabre さんの顔たけでも見に行こうと。 

 初日、受付けを済ませて朝食会場の２階に上がったら、滞

米中の会員、須田さんが座って居られた。夏に一度お会いし

ていた伯谷さん〔Critical Essays on Richard Wright (G. K. 
Hall, 1982) の編者、兵庫県淡路島生まれ、広島大学在学中

に渡米、現在ケント州立大学教授〕が、よく来ましたねと喜

ばれて、横に居合わせた Keneth Kinnamon, Edward Margolies, 

David Bakish, Donald Gibson の各氏を紹介して下さった。

いつも本でおなじみの人たちだ。Fabre さんの姿が目に止まっ

た。手紙のやりとりのある木内さんが近づいて挨拶すると、

"Old friend!" と腕をかかえながら人なつっこい笑みをこぼ

された。当初の目的は既にこの時点で達せられていた。 

 ３日間にセッションが１２も組まれ、発表者も多かった。語学力の乏しい私には、充分

に聴き取れたとはとても言えないが、Black Boy について語られた Gibsonさん、Lawd Today
の伯谷さん、近刊の３０００ペイジに及ぶ解説付きの文献集（伯谷さん、木内さんによる

もの。日本の文献も収載予定）に触れられた Kinnamon さん、フランスにおけるライト研

究について述べられた Fabre さん、John M. Reilly さん、Robert Tener さん、Maryemma 

Graham さんなど、現在一線級で活躍中の人達に勢いが感じられた。 

 第三世界に関するセッションでは、発表のあと、パリでライトのアパートに出人りされ

たというJan Crewさんが、今の発表は少し違うようだと飄々と語られたのが印象探かった。

出席者も一番少なく、内容も少し薄かったように思えたのは残念である。 

 Fabre さんの The World of Richard Wright と M. Walker 女史の近刊 The Daemonic Genius 
of Richard Wright の両出版記念パーティーも普段ではお目にかかれないものだった。 

 普段見られないものの中でも、最終日の夜に上映された「ネイティヴ・サン」は格別だ

った。フィルムを通じて、ライトその人に「会えた」わけである。 

 

 二日目の夜には、伯谷さんの

部屋に招かれて、Fabre さん、

Margolies 、 Kinnamon, 

JohnReilly, Bakish, Nina Cobb, 

John A. Williams, James Arthur 

Miller の各氏と須田さん、木内

さんとで酒を飲みながらの記念

すべき一時を楽しんだ。C. Webb

さんの不評話や、俳諧風ポエム

が出版されない事情、エレン夫

人のことなど、裏話が面白かっ

た。 
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 三日目の夜は、フォークナー研究のために留学中の古口さん、高橋さんを交えての「日

本人会」となった。お話から、寸暇を惜しんでの勉学のご様子が窺われた。古ロ氏の場合、

身振りまでがアメリカ人風になっていた。解散したのは暁方の三時だった。 

 ライトのものが英語で書かれている以上、英語で書くことの必要性が思われた。幸い、

論文の一つを英訳していたのが役に立った。１０部程抜刷を持参していたが、帰りにはき

れいになくなっていた。一つを Fabre さんにお渡ししたら、Peter Jackson 氏が Native Son 
の擬声語表現について言及された翌朝、すっと寄って来られて、肩をぽんと叩き、あなた

と同じことを言ってましたねと声をかけて下さった。 

 Black Metropolis の共著者、白髪の St. Clair Drake さんの風貌、話し振りが、貫名

さんによく似てられますねえ、と須田さんにお話ししたら、同感だ、とのことだった。会

の創設が１９５４年だとお話したら、Drake さんは驚いておられた。「１９５４」年と聞い

た人は例外なく驚きの表情を示した。３０年余の歴史はと重いようだ。 

 こんな所で、こんな話をしようとはねぇー、と須田さんと研究会の来し方、行く末をは

るかミシシッピの地で語ったのも、忘れ難い。 

 私には、シンポジウムが行われたこと自体が何よりも嬉しかった。早速、２３日のニュ

ーヨークタイムズ紙は、Mississippi Honors a 'Native Son' Who Fled - Mississippi Offers 

Homage to Native Son の見出しの記事を載せた。若くして異郷の地に果てたライトは、あ

の世から、死後２５年を経た今、生まれ故郷に集まった大勢の人達を見て、一体どんな表

情を見せていたのだろうか。 

 １２月の例会で、木内徹さんが詳しく報告される。 

 


